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制癌剤感受性試験の検討
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はじめに :近年 in vivoの制癌剤感受性試験として

注目されてヽヽるsubrenal capsule assay(SRCA)を

食道癌症例10例にたいして施行したのでその結果を報

告する。

方法 i SRCAの 方法はBogdeal)らの方法に準じた。

手術時摘出した腫易をlmm角 に細切し,BDFlマ ウス

腎被膜下に移植し,実 体顕微鏡下に移植片の長径と短

径を測定した。薬剤投与は井上分らの方法に準じ,すべ

て静脈内投与とし,cisplatin(CDDP)10mg/kgを 移

植後 1日 目に,vindesine(VDS)5,3mg/kgを 移植後

1日 日に,5‐nuorouracil(5‐FU)164.Omg/kgを 移植

後 1日 目に,peplomycin(PEP)12.Omg/kgを 移植後

1,3,5日 目に尾静脈より投与した。移植後 6日 日に

屠殺後腎を摘出し,再 び実体顕徴鏡下で長径と短径を

測定した。半」定方法は移植片の長径と短径の平均値を

TSと し,移 植後 6日 目のTSか ら移植直後のTSを

引いたものをZTSと し,薬 剤無処置群のZTSが 一

0.5dmm以 上の場合を評価可能とした。薬剤感受性の

判定は各薬剤処置群の泌TSが -1.Odmm以 下の場合

を十,-3.Od― 以下の場合を+と した。

結果 :食道癌症例10例に対して施行したSRCAの

結果を表に示した。検体の内訳は原発巣 8例 , リンパ

節転移巣 1例,遠 隔転移巣 1例であった。10例のうち

10例で評価可能であり,評 価可能率は100%で あった。

各薬剤の感受性率は十でみ るとC D D P 6 0 . 0 % ,

VDS40.0%,5‐FU55.6%,PEP33.3%で あった。全体

の感受性率は十で5.3%,十 で47.4%であった。組織学

的検討では移植後 6日 目では移植片の周辺には強い炎

症細胞浸潤が認められるが,ほ とんどの症例で癌細胞

も生着しており,一 部には核分裂像も認められた。
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舶 5ru
(s .c .c . )

拗
▲TS(bl

制 務 用 慮 受 と

5-FU

慰

車

慰

醒

リンク弾

麟

慰

醒

惑

懸

日鵬規態費性専 :Ⅲ  2/38(5■ )

+ 18/38(17電 )

1/10(10い

S/10(的け

0/10(001,

4/10(41い

t/9(11的

5/9(55的

0/0(0の

3/0(33的

N E ,抑 臣不能

池田健一郎  石 田

森  昌 造

薫

考察 t SRCAは ,Bogdenら により高い評価可能率

が報告されており,今 回のわれわれの検討でも高い評

価可能率を示しており臨床応用への可能性が示唆され

た。各薬剤の感受性をみるとCDDP,5‐FUが 半数以上

の症例で有効であり,中 には十 と高い感受性を示す症

例も存在した。また VDS,PEPも 約1/3の症例で有効

であり,これら4剤 を組合せた combination chemoth‐

erapyが食道癌に対して有効であると思われた。今後,

当科で施行しているhulnan turnor clonogenic assay

の結果や,臨床効果との相関について検討を加えたい。

索引用語 !食道癌のsubrenal capsule assay
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